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論文内容の要旨
















まず，培養細胞が未分化の状態でcryptotanshinone ， ferruginol を生成することを確認した。次に，
培養細胞の増殖と物質生成に関する基礎的な検討を行い，培養細胞が増殖に植物ホルモン2，4- D を必
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固定化細胞がcryptotanshinone生成に繰り返し利用できること， (2) 生成した cryptotanshinone を効率
良くしかも容易に回収できること，などの点から優れた培養方法であった。
論文の審査結果の要旨
タンジン(丹参)は漢方医療ーとくに循環器系疾患の治療ーには重要な薬物であり，その主成分であ
るクリプトタンシノンを始めとする色素成分は狭心症に有効で、あることが明らかにされている。本論文
はクリプトタンシノンや近縁化合物のフェルギノールの獲得を目的に，成長した植物体からの生産でな
く，細胞培養による大量生産を目指したものである O
先ず，クリプトタンシノンを生成する細胞株を獲得し，細胞における二次代謝の特性を明らかにした。
それを基に，細胞の増殖と色素の生成を分けた二段階培養法を確立するとともに，それぞれの培地の組
成をも新規に作成した。さらに前培養による色素のより有効な生成をも示した。また生命体としての細
胞を固定化細胞として繰り返しの利用を可能とする道をも開いたものである。これらの事実は特定の植
物成分の大量生産には細胞培養の利用の可能性が高いことを示すと共に，実用化への問題点の解明に多
くの手掛かりを与えるものである。
よって本論文は博士論文に値すると認められた。
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